
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

出資
法人

～ ２年

指定期間
委託料総額
（単位：円）

168,253,319

指定管理者名

社会福祉法人　山梨県手をつなぐ親の会 R2.4.1 R4.3.31

施 設 名

所 管 課

指定管理者

導入年度 令和２年度

山梨県立育精福祉センター児童寮

福祉保健部　障害福祉課

社会福祉法人山梨県手をつなぐ親の会

１　指定管理者の推移

(1)施設等の維持保全に関する業務
　・施設及び設備器具の維持保全に関する業務を行う。
(2)利用者に対する障害福祉サービス業務
　・措置入所、障害児入所、経過的生活介護、短期入所及び経過的施設
入所支援に係る業務を行う。

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

設 置 年 月 日 昭和47年4月1日

山梨県立育精福祉センター設置及び管理条例

２　施設の概要

所 在 地 南アルプス市有野3303-2

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

設 置 目 的

主 な 業 務 の 内 容

○敷地面積：79,970㎡（成人寮を含む）
○建築延面積：8132.19㎡
○建物の構造：鉄筋コンクリート造平屋建、鉄骨造
○施設の内容
　・児童一寮棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建） 937.37㎡
　・児童二寮棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建） 1051.26㎡
　・管理棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建） 1097.04㎡
　・エネルギー棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建）　409.95㎡
　・ホール棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建）　548.48㎡
　・作業棟（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建）　479.32㎡
　・作業訓練棟（鉄筋造平屋建）　244.80㎡
　・旧居住寮（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建）　886.23㎡
　・旧精神薄弱者重度更生施設（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建）　981.16㎡
　・車庫の一部（鉄筋平屋建）　125.66㎡
　・その他（渡り廊下等）　1054.67㎡
○各障害福祉サービス定員
　・入所者：70人
　・短期入所：10人

　知的障害児に必要な指導及び訓練を行い、自立した日常生活や社会参
加を図る。

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

５　運営目標の達成状況（令和３年度）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和３年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和３年度）

  指定管理移行２年目となったが、引き続き県内唯一の知的障害児入所施設として、また県内の知的障害
児のセーフティーネットとしての役割を果たすよう努めてきた。知的障害を持ちながら虐待を受けた児童や
家庭的な療育が困難とされた児童の安心・安全な生活の場として、児童の気持ちに寄り添い、自らの意思
決定を大切にし、健やかな成長を支援してきた。
　利用児数の合計は４５名であり、目標値８０名に対しての稼働率は56.3％であったが、入所児童は、児童
相談所からの措置児童が主であることや、障害や精神的な特性から、それぞれの状況に配慮した環境の
提供や部屋割り等を行っている。
　また、生活環境の確保や安心・安全な生活の維持のため、消防設備の修繕や大型洗濯機の修繕などの
修繕を行った。

収支差額 13,813,125 20,827,349

222,163,366

226,376,658

212,563,533

○

令和元年度

４　利用状況、利用者満足度の状況

平成30年度
　　　　　年度
項目

備考令和３年度令和２年度令和元年度平成29年度

　指定管理2年目となったが、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中で、感染防止対策を心掛
けながら、施設の維持管理や利用児へのサービスの提供等を概ね適正に行っている。
　本施設は、入所施設であることから、施設内に感染が拡大すると、利用児の健康や施設の運営等に甚大
な影響が生じる恐れがあることから、職員や利用児への早期のワクチン接種を呼びかけるとともに、職員に
は、原則として週1回のPCR検査を行うよう要請し、感染拡大防止を図った。また、職員や利用者に感染疑
い生じた場合に、直ちに状況を報告させ、陽性が確認された場合には必要な対応を指示することとした。
　また、利用児の立場に立った支援や、要望への配慮等により施設全般の満足度が高まった。

　早期のワクチン接種、職員のPCR検査を実施し、新型コロナウイルス感染症の影響が施設内に広がること
もなく、運営に支障が生じることもなく適正に利用者へのサービスの提供を行った。また、感染の疑いが生じ
た場合は速やかに所管の保健所や障害福祉課に報告し、必要な対応を行った。

平成29年度

利 用 実 績

利 用 者
満 足 度

備考

障害福祉サービスの
月平均利用者数の
合計

「満足」又は「どちらかと
いえば満足」の合計
　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

55人 45人

○

平成30年度 令和３年度令和２年度

収入合計

支出合計

242,990,715
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

山梨県立育精福祉センター児童寮

福祉保健部　障害福祉課

社会福祉法人山梨県手をつなぐ親の会

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和３年度） （単位：円）

県

管

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和３年度） （単位：円）

令和３年度

55

平成30年度

462,300

56.3%

37

実績／目標割合 56.3%

45

33

4

0

6 8

平成29年度 令和２年度

福祉型入所

目標値の設定方法

利 用 者 数 合 計

目 標 値

利
用
者
数

利
用
率

2

80

10

68.8%

措置児童

経過的児童入所

短期入所

利用者数／施設の利用定員
稼働率等（利用率）

の 算 定 方 法

308,200

4,345,000

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件６０万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

名 称 ・ 施 設
内 容 等

・あゆみの家：自立訓練（通所　20人、夜間　20人）、短期入所（2人）
・梨の実寮：生活介護（52人）、就労移行支援（6人）、就労継続支援B型（12人）、
　施設入所支援（50人）、短期入所（6人）
・あさひワークホーム：生活介護（38人）、就労移行支援（8人）、
　就労継続支援B型（34人）、施設入所支援（40人）、短期入所（5人）
・あけぼの医療福祉センター成人寮：生活介護（45人）、
　自立訓練（機能訓練）（15人）、施設入所支援（40人）、短期入所（15人）

稼働率等（利用率） 68.8%

定員を目標値とする。

収入割合 収入額

トイレ手洗い自動水栓整備工事（あけぼの医療福祉センター成人寮、育精福祉センター成人寮と併せて実施）

浄化槽修繕工事

消防設備修繕工事 350,227

仕入（支出）額

機械設備等修繕工事他1件

台数

280,182

令和元年度

80

建物防水修繕工事

施 設 名

指定管理者

所 管 課

選定方法
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

日用品費
手数料
事務消耗品費
教養娯楽費
教育指導費
福利厚生費

介護用品
保健衛生費
保険料
賃借料
研修研究費

外部委託費

＊指定管理者委託料÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

支
　
出

給食費

修繕費
人件費

外部委託比率

その他
保守料 558,683

通信運搬費
車輌費

消耗器具備品費

655,627

40,208

会計委託料

5,128,810
7,637,430 6,913,464

4.8%

廃棄物委託料
機械設備等
その他

212,563,533

2,501,141 1,919,765

647,582

2,987,321

6,506,434

10,172,632
110,000

2,596,752
1,967,467

2,112,169

226,376,658 242,990,715

138,041
収
　
入

指定管理者委託料
その他雑収入

施設利用料

75,957
97,255,501

145,659,257
70,997,818

155,240,799

13,813,125 20,827,349

△ 2,554,355

平成29年度 平成30年度

D 支出額計
収 支 差 額 （ C - D ） 0 0 0 △ 1,784,654

一人当たり指定管理者委託料＊

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ）

令和３年度

C 収入額計

令和元年度 令和２年度

5,083,075

2,161,233.41,290,869.4

3,139,405

113,820

1,030,910

631,980

2,566,059

288,247 247,586

2,555,416
516,637502,743

528,117
715,716
570,795

521,384

1,244,825

1,236,992

8,582,729

625

416,793
110,000

7,327,999

2,847,924

令和元年度

1,403,950
154,349,814
222,163,366

1,400,909
140,484,298

令和３年度

3.9%

29,813,297

1,361,934

1,673,461
1,215,092
1,260,859

令和２年度

25,295,645

平成29年度

125,421 361,405

Ｂ 支出額計

11,694,890 14,568,802光熱水費・燃料費

平成30年度

県への納付金
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

６　利用者満足度

どちらかといえば
満足

どちらかといえば
不満

不満

施設設備 78.1% 3.1% 18.8%

相談・要望等の対応

75.0%

62.5%

施設内外の住環境

40.6%

3.1%

支援計画等の説明

相談・要望等の言いやすさ

25.0%

支援計画作成時の家族の聞き取り

75.0% 25.0%

75.0%

56.3%

37.5%

施設での支援

43.7%

71.9%

59.4%

施設内の美化・整理整頓

18.7%

34.4% 62.4% 3.2%

利用児者の気持ちの尊重

職員の挨拶・言葉遣い

3.1%

25.0%

苦情窓口の周知

利用者の
主な意見

3.1%

21.9%

31.3%

①ドラえもん、パソコン、バランスタワー、ポカポンゲームがあるが、他のゲームも欲し
い。
②家に帰りたい。
③ママといっしょにいたい。
④課長さんや職員さんにたくさん話を聞いてもらいたい。
⑤職員さんとお楽しみ会で一緒にごはんが食べられてうれしい。
⑥配膳さんが、いつもやさしくしてくれる。

施設全般の満足度

利用者の意見
への対応

① いま、寮にあるゲーム以外にもゲームを増やしていきます。
②③については、児童相談所にもお伝えしますが、職員は、家やママのような存在
になれるよう、みなさんのさみしさに向き合うよう努めます。
④みなさんの声に耳を傾け、気持ちを受け止めます。
⑤職員もみなさんと一緒に楽しい時間をたくさんつくっていくよう努めます。
⑥給食配膳の職員にお伝えします。

31.3%3.1%

実施期間：令和4年1月19日～2月7日
調査方法：利用児者へのアンケート
回答数：32人

満足

実施方法等

81.3%

65.6%

65.6%
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）
７　評価結果

項目

　法定点検等、施設の維持管理業務が事業
計画に基づき適切に実施されているほか、施
設や設備の修繕も積極的に実施している。
　今後も施設の老朽化に伴い、修繕や改修が
必要な箇所が生じることが予測されるため、当
課と調整を行いながら、対応していくこと。

　令和３年度の利用状況は、措置児童３３
名、福祉型入所児童８名であり、経過的
児童入所は０であった。また、新型コロナ
ウイルス感染症対策等の観点から、短期
入所は４名と減少し、利用児数の合計は
４５名、目標値に対する利用率は６４．３％
であった。
　また、地域からの短期入所や児童相談
所からの緊急一時保護の受け入れを実
施し、地域における知的障害児のセーフ
ティーネットとしての役割を果たしている。

　本施設は、利用児にとって生活の場で
あり、家庭であることから、生活環境の向
上と安心・安全な生活を維持するため
に、日常の清掃など、環境整備に努め
た。
　また、施設設備の維持管理のため、消
防設備の修繕や大型洗濯機の修繕など
を実施した。

　知的障害を持ちながら虐待を受けたり、
家庭的な療育が困難とされた児童の安
心・安全な生活の場として、児童の気持
ちに寄り添い、児童の意思を重視し、健
やかに成長するよう支援を行った。個々
の児童の状況や課題に即し、自立に向
けた支援、学習活動、余暇活動等のプロ
グラムを事業計画書に基づいて実施し、
適切な運営に努めたほか、新型コロナウ
イルス感染症感染防止対策に努め、コロ
ナ禍でも利用児が楽しめるような活動を
工夫して実施した。

　入所児童の大半が措置児童であり、利用率
が大幅に上昇しないことはやむを得ないところ
である。今後、契約児童の増加に向けた取り
組みを積極的に実施していくこと。

運営業務

利用状況

施設所管課の評価

維持管理
業　　　務

収支状況

　利用児へのサービスを適正に提供する中
で、収入が増加している。引き続きサービスの
質を維持するため、それに必要な支出は行う
とともに、契約の方法や内容等を定期的に見
直し、効率的な運営を進めていくこと。

　個々の児童に寄り添い、障害の特性や状況
に即した支援を実施している。
　また、職員・利用者へのワクチン接種や職員
へのPCR検査の実施等、新型コロナウイルス
感染症対策に努め、施設内に感染が広がる
事態は起きなかった。

指定管理者の自己評価

　児童相談所や市町村と連携する中で、
利用児の受け入れや支援に努めてきた。
指定管理2年目となったが、指定管理委
託料や派遣県職員の後押しもあり、収支
は安定している。
　令和5年度以降、県職員の派遣が終了
し、施設職員がすべて法人職員に入れ
替わることや、退所による利用児の減少
等が予測されるため、一層の経営努力を
行っていく。
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

８　施設所管課による定期評価結果

　新型コロナウイルス感染症への対応も行い
ながら、概ね適正に実施されている。

利用者
満足度

　自主事業は、市町村からの委託事業と
しての日中一時支援事業と山梨県からの
委託事業である地域療育等支援事業が
ある。
　日中一時支援事業については、コロナ
感染症拡大防止の観点から制限が必要
となった時期があり、利用児は少なかっ
た。
　地域療育等支援事業については、療育
相談や通院の同行、保育園への訪問や
研修会等、地域のニーズに応え実施して
きた。

　施設全般の満足度は、「満足・どちらか
といえば満足」の割合が68.7％であった。
　要望にはできるだけ応えるよう、利用児
の気持ちに寄り添った支援を心掛けた。

施設利用児
の満足度の

向上

　今後のワクチン接種等の状況の推移を見な
がら引き続き感染対策を実施していくこと。
　また、感染者が発生した場合の対応内容に
ついて、確認しておくこと。

感染症対策

　本施設は入所施設であることから、施設
内に感染が拡大すると、利用児の健康や
施設の運営等に甚大な影響が生じる恐
れがあるため、職員や利用児への早期の
ワクチン接種を呼びかけるとともに、感染
が拡大した時期には、本県から職員に原
則として週1回のPCR検査を行うよう要請
した。
　検体の提出日における提出割合を評価
指標とし、目標値を100％に設定。
　結果、提出の割合は100％となり、施設
内での感染拡大も発生しなかった。

自主事業

　利用者満足度の向上を図るため、利用
者満足度調査結果の「施設全体の満足
度」における「満足・どちらかといえば満
足」の割合（前年度との比較）を評価指標
とし、目標値を80％と設定。
　結果、「満足・どちらかと言えば満足」の
割合が68.7％で、目標には届かなかっ
た。

　満足度調査結果の分析や、職員による検討
会を行う等し、引き続き利用者の要望に可能
な限り対応するとともに、特に前年度より「満
足・どちらかと言えば満足」の割合が低下した
項目については、原因を分析し、改善を図る
こと。

評価 改善内容
施策推進

業務の内容

　入所児の多くが措置児童であるため、一定
の項目について、満足が高くならないことはや
むを得ないところもある。
　職員間で内容の共有やを行うとともに、前年
度より「満足」、「どちらかと言えば満足」の割
合が低下しているものについては、原因を分
析し、可能な限り改善を図ること。
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

９　管理体制（組織図） 令和３年４月１日現在

（総務課） （児童１寮） （児童２寮）

1 人

1 人

0 人

3 人

36 人

8 人

49 人

16

1

施設長
（総務課長兼務）

1

1総務課長 1
児童１寮
支援課長

1
児童2寮
支援課長

支援員
臨（3）

16 支援員

事務員 3

次　長

栄養士 1

看護師 1 看護師

（パート職員除く）

合計

臨時・非常勤職員

一般職員

課長

福祉指導幹

次長

施設長

地域療育 1

嘱託医（非） 1

心理士（非） 1

業務員
臨（2）

2

嘱託医（非） 1

1
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